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議事日程 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 報告第 11 号 専決処分の報告（損害賠償の額を定める件） 

第４ 報告第 12 号 専決処分の報告（令和４年度川棚町一般会計補正予算（第

５回）） 

第５ 議案第 44 号 令和４年度川棚町一般会計補正予算（第６回） 
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（１０：００） 

議 長 皆様ご起立をお願いいたします。おはようございます。着席く

ださい。 

ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達しておりますので、令和４

年１１月川棚町議会臨時会を開会いたします。これから本日の会議を開きま

す。 

（１０：００） 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議 長 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

本臨時会の会議録署名議員は、川棚町議会会議規則第１２５条の規定に

よって、水谷末義議員及び福田徹議員を指名いたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

議 長 次に、日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りします。本臨時会の会期は、お手元に配布をしております会期日程

案のとおり、本日１日限りと決定したいと思いますが、これに異議ありませ

んか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は、本日１

日限りと決定をいたしました。 

（１０：０１） 

議 長 なお、議事日程につきましても、お手元に配布のとおりであり

ます。 

 

日程第３ 報告第１１号  
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議 長 次に、日程第３、報告第１１号「専決処分の報告（損害賠償の

額を定める件）」を議題といたします。本件についての説明を求めます。町

長。 

町 長 報告第１１号「専決処分の報告（損害賠償の額を定める件）」

について報告をいたします。 

去る、９月１９日に長崎県に接近した台風１４号の強風の影響を受け、小

串小学校校庭の樹木があおられ、枝葉が飛散して隣接する家屋の庇に落下

し、その衝撃で庇が破損したものであります。 

その後、直ちに対応を行い、損害を受けられた相手方と損害賠償の額につ

いて協議が成立したことから、地方自治法第１８０条第１項及び専決処分の

指定に関する条例第２条第１項の規定により、損害賠償の額を定め、専決処

分を行いましたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により報告をする

ものです。 

詳細につきましては、教育次長から説明いたしますので、よろしくお願い

いたします。 

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。私の方から内容について説明いたします。報告書の次の

専決処分書をお開きください。 

この件につきましては、損害賠償額について、協議成立後、損害を受けら

れた方に遅滞なく賠償を行うため専決処分を行ったものであります。 

具体的には、専決処分書のとおりでありますので、専決処分書の主な事項

に説明を加えながら読み上げ、報告とさせていただきますので、ご了承をお

願いいたします。 

まず、専決の日付です。令和４年１０月３１日、専決処分を行っておりま

す。 

損害賠償の額を定めることについて。 

川棚町小串郷小串小学校校庭に隣接する家屋で発生した、家屋屋根庇破損

事故について、下記のとおり損害賠償の額を決定する。 

１．事故発生日時 令和４年９月１９日（月）。 

なお、時間につきましては、長崎県に接近し風雨が強まった１９日未明か

ら早朝の間で発生したものと思われます。 
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２．事故発生場所 川棚町小串郷、小串小学校校庭南側に隣接する家屋。 

３．損害賠償の相手方 損害賠償の相手方につきましては、個人のプライバ

シーに配慮し、住所及び氏名の箇所を伏せ字としております。  

４．事故の概要 令和４年９月１９日（月）の未明から早朝にかけて台風１

４号が接近し、小串小学校校庭の南側の樹木が強風にあおられ、飛散した枝

葉の一部が隣接する家屋の塩化ビニール波板の庇に落下し、その衝撃で庇を

破損したものです。 

５．損害賠償額 ２万５，３００円。 

以上、説明とさせていただきます。 

議    長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。堀田議員。 

１ ３ 番 堀 田 はい。小串小学校の校庭には大きな樹木が何本も植わっている

わけですけど、今年の予算で多分樹木伐採をされていたと思うんですけど、

その残りの枝が折れて、あそこの下に３軒あると思うんですけど、その一番

手前の方の家に落ちたということでよろしいですか。個人のあれには質疑さ

れませんので、もしそういう樹木が落ちたということであれば、それは枯れ

ていたものか、あるいはそのままあったものが折れて落ちたのかですね。そ

の辺がただ落ちただけなのか、先ほどの話では波板みたいなところに当たっ

て庇が折れたというふうにこう言われたんですけど、そういうふうな少々の

小枝くらいでは折れないと思うんですけど、結構大きな枝が折れたっていう

ことですか。 

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。お答えいたします。まず樹木につきましては、今年度の

事業におきまして、校門から左手にこの樹木が並んでおりますけれども、こ

こも隣接の家屋の方から、秋冬になりますと落ち葉が屋根のほうに落ちると

いうようなお話をいただいておりましたので、これを解消するために今年度

の予算で樹木伐採、あるいは校庭の剪定ということで予算を計上させていた

だきまして、８月の１０日までにおいて樹木の伐採を３本、それから校庭の

高木の剪定４本行ったところでありました。そして今回飛散しただろうと思

われる高木につきましては、学校と協議の上で高木の剪定、それから伐採も

行ったところですけれども、手を付けてなかった部分、これは校庭の敷地内

で枝は張り出しておりますので、特に隣接を越えて枝が張り出すような状況
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ではありませんでしたけれども、これがやはりちょっと高くなっておるとい

うことと、枝葉が大きく広がっているというような状況です。ただ、学校と

しましては、やはり木陰を設けたいという考えもあられましたので、話をし

まして残しておったものですけれども、恐らくこの剪定をしていない樹木か

ら枝が飛散したものというふうに思っております。枯れたものか、あるいは

枝が折れて落ちたものかというような状況ですけれども、ここについては

ちょっと具体的な状況は写真では判断できないんですけれども、やはり写真

の状況を見ますと、塩化ビニール波板の上に枝が落ちて乗っている。そして

その部分が穴が開いているというような状況がありましたので、これはその

高木から飛散した枝によって破損したものというふうに考えているところで

ございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。髙以良議員。 

９ 番 髙 以 良 今回の議案を提出するまでの経過等についてお尋ねしたいと思

いますが、今回議案の差替えがありましたが、どこが違うのかなと思って見

てみると、事故発生の日時とか、それから台風の何号という、１７号とか１

４号とかっていうふうな、当初１７号となっていたのが正式なものでは１４

号というふうになっております。なぜこういうふうな間違いがあったのかな

ということで当初の専決処分はどちらの書類で専決処分をされたのかという

ことで、そこら辺の経過等についてお尋ねをしたいと思います。  

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。お答えいたします。まず専決処分書として整理するに当

たって、発生日時、そして台風の番号、こういったものがもう既に誤ってお

りましたので、改めて確認をし、整理をした上で専決処分をさせていただい

たものでございまして、お手元に差替えで配布しましたものが正式な内容と

なっております。専決処分書自体を誤っておりましたので、こういったもの

も全て改めて確認しまして提出をさせていただいたものです。以上です。  

議 長 はい。ほかに質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたします  
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（１０：１３） 

 

日程第４ 報告第１２号 

 

議 長 次に、日程第４、報告第１２号「専決処分の報告（令和４年度

川棚町一般会計補正予算（第５回））」を議題といたします。本件について

の説明を求めます。町長。 

町 長 報告第１２号「専決処分の報告（令和４年度川棚町一般会計補

正予算（第５回））」について、提案理由をご説明いたします。 

去る１０月２４日付けで、地方自治法第１８０条第１項及び町長の専決処

分の指定に関する条例第２条第３号の規定に基づき、国庫支出金を財源の全

てとする補正予算を専決処分により定めましたので、地方自治法第１８０条

第２項の規定に基づき議会に報告をするものであります。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８，２１５万７，

０００円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を７２億８２９万円にし

たものであります。 

補正の内容につきましては、９月９日に国が開催した物価・賃金・生活総

合対策本部における電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響を受けた低所得

世帯への支援を踏まえ、本町においても早急に住民税非課税世帯に１世帯当

たり５万円の給付金を支給するため、価格高騰緊急支援給付金を追加したも

のであります。 

補正予算の詳細につきましては、企画財政課長から説明いたしますので、

ご審議の上、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 私の方から補正内容につきまして説明させていただきます。今

回の補正につきましては、町長の説明にもありましたとおり、住民税非課税

世帯等を対象とした、１世帯当たり５万円の価格高騰緊急支援給付金を支給

するために補正を行ったもので、支給に係る事業費の全額が国の補助金と

なっております。それでは、事項別明細書の歳出から説明いたしますので、

８、９ページをお開きください。 

３款民生費、１項１目社会福祉総務費であります。３節から１２節までは
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価格高騰緊急支援給付金の支給事務に係る事務用品費、人件費、郵便料、シ

ステム改修費を計上したものでありまして、１８節には１世帯当たり５万円

の給付金１，６０２世帯分を計上したものであります。歳出は以上でありま

す。歳入を説明いたしますので、６、７ページをお開きください。 

１４款国庫支出金、２項１目民生費国庫補助金であります。価格高騰緊急

支援給付金の支給に係る歳出の全額８，２１５万７，０００円を計上したも

のであります。歳入は以上であります。１０ページ以降につきましては給与

費明細書を付けておりますが、説明は省略させていただきます。以上で説明

を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。福田議員。 

１ 番 福 田 ちょっとこの給付金の支給について調べたところ、住民税非課

税世帯へということで、まず第一に上げられているんですが、２番目に家計

急変世帯への支給もあるんですが、そこら辺は申請が必要だということです

けど、川棚町ではそこは対象に考えておられないのか。また、そういうとこ

はあとで対応されるのかお聞きします。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。お答えいたします。今回の予算において、家計急変世

帯、予算としては２世帯分、これが国の方から前回ありました１０万円の給

付のときに急変があった分を限度に予算を計上しなさいということできてま

すので、前回が２世帯あったということで、今回も２世帯分予算としては計

上をいたしております。以上です。 

議    長 福田議員。 

１ 番 福 田 確認です。１，６０２世帯のうち２世帯が入っているというこ

とでいいんですか。もう２世帯は済んだということなのか、ちょっとそこを

確認します。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。お答えいたします。今から申請は行ってもらうものであ

りますので、前回の令和３年度の１０万円のときに家計急変世帯が２世帯

あったということで、今回も急変世帯として２世帯分を予算計上し、これか

ら申請をしていただくように、あればですね、していただくようにお願いし

たいと思っております。以上です。 
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議    長 田口議員。 

８ 番 田 口 この専決処分が１０月２４日に専決されているわけですが、本

日は１１月１１日なので、まあ半月余り程度の日にちの差しかないんですけ

ども、すなわちこの専決のここの部分を今日の議案に入れてもよかったん

じゃないのと思われるのですがね。１０月２４日に専決しても、まだ事務処

理中だろうと思うんですよ。だからあんまりそんな日にちがないので、今日

の議案で一緒でよかったんじゃないかなって思われるんですが、なぜ緊急に

１０月２４日に専決処分とされたのかというのをお聞きしたいと思います。  

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。お答えいたします。なるべく早く給付金を出すために

は、まずシステム改修が必要になります。そのため、システム改修の契約を

するために、なるべく早くということで専決処分を行っております。以上で

す。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：２０） 

 

日程第５ 議案第４４号 

 

議 長 次に、日程第５、議案第４４号「令和４年度川棚町一般会計補

正予算（第６回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 議案第４４号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第６

回）」について、提案理由を説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，６４７万５，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を７２億５，４７６万５，０００円

にしようとするものであります。 
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補正の内容につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生交付

金に、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金が創設されたこと

を受け、臨時交付金を活用した事業を追加するもののほか、当初予算編成後

の事情変更等に対応するため、必要な事業費について計上したものでありま

す。 

その主なものは、物価高騰等の影響を鑑み、町内の子育て世帯等を支援す

るための物価高騰等対策子育て世帯緊急応援事業費及び感染症対策事業費の

追加、物価高騰等の影響を受けた町内中小企業者を支援するための町内事業

者燃油等価格高騰対策事業費の追加等を計上したものであります。  

補正予算の詳細につきましては、企画財政課長から説明いたしますので、

ご審議の上、ご決定くださいますようよろしくお願いいたします。  

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 では、私の方から補正予算の内容につきまして説明いたしま

す。事項別明細書の歳出から説明いたしますので、１０ページ、１１ページ

をお開きください。 

２款総務費であります。４項５目新型コロナウイルス感染症対策事業費に

つきましては、６月補正において計上しました投票用紙自動交付機の購入に

ついて、現行予算では不足が見込まれるため、１７節備品購入費を増額する

ものであります。１２、１３ページをお開きください。 

３款民生費であります。２項１目児童福祉総務費につきましては、町内の

認定こども園１か所において、医療的ケアを必要とする保育児を受け入れら

れる体制を整備され、国の医療的ケア児保育支援事業の対象となることが見

込まれることから、１８節１６０万円を計上するものであります。なお、補

助対象となる経費は、こども園が配置する看護師等の人件費及び在籍保育士

の研修費等であります。本事業は、保育対策総合支援事業費補助金として、

国３分の２、県６分の１の財政措置があるため、歳入として相当額を計上し

ております。 

２項４目新型コロナウイルス感染症対策事業費の説明欄の番号１、保育所

等原油価格・物価高騰対策支援事業費につきましては、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金、以下、本交付金を地方創生臨時交付金と省

略し説明させていただきますが、地方創生臨時交付金を活用し、物価高騰対
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策等として、町内の認定こども園等保育施設及び放課後児童クラブの８施設

に対し、電気・ガス・燃料油代等を支援するための経費として１８節を１２

１万円計上するものであります。なお、算出の根拠としましては、各施設か

ら提出された令和３年度の実績額の１割程度としております。  

説明欄の番号２、物価高騰等対策子育て世帯緊急応援事業費につきまして

は、地方創生臨時交付金を活用し、物価等高騰の影響を受けている子育て世

帯の経済的負担を軽減するため、ギフトカード等を交付するものです。支援

の対象としましては、後ほど説明します町内小中学校給食費の支援の適用外

となる未就学児、町内の小中学校以外の学校等に通学する小中学生、高校生

世代、町内に住所を有する大学生等又は保護者を想定しております。本事業

の実施に伴い、会計年度任用職員を配置する経費として、２節給料を１１８

万８，０００円、３節職員手当等を８万１，０００円、４節共済費を２０万

１，０００円、ギフトカード等の購入用費として７節報償費を２，５４０万

円、消耗品費として１０節需用費を８万円、ギフトカード等の郵送代として

１１節役務費を６５万円、町外在住の小中学生への支援として１８節を６８

万４，０００円、それぞれ計上するものであります。１４、１５ページをお

願いいたします。 

７款商工費であります。１項５目新型コロナウイルス感染症対策事業費の

説明欄の番号５番、町内事業者燃油等価格高騰対策事業費につきましては、

地方創生臨時交付金を活用し、物価や燃油等高騰対策として、町内の中小企

業者に対して支援金を交付するものであります。交付対象者は、農林漁業を

除く中小事業者とし、令和４年７月から９月までの業務用の電気代・ガス

代・燃料油代の支払い実績の２分の１、ただし、事業者当たり８万円を限度

として支給するものであります。本事業の実施に伴い、会計年度任用職員の

配置に要する経費として、１節報酬を２５万円、４節共済費を４万円、８節

旅費を４，０００円、１８節補助金として３，２００万円を計上するもので

あります。 

説明欄の番号６、運送事業者燃油価格高騰対策事業費につきましては、地

方創生臨時交付金を活用し、燃油等の価格高騰対策として、町内の貨物運送

事業者に対して、保有する車両台数に応じ定額の支援金を交付するものであ

ります。１８節の補助金として３５０万円を計上するものであります。１
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６、１７ページをお願いいたします。 

１０款教育費であります。２項１目学校管理費につきましては、石木小学

校において、経年劣化による部分的な腐食により、使用を中止している遊具

の修繕に対応するため、１０節需用費を増額するものであります。  

６項２目新型コロナウイルス感染症対策事業費につきましては、地方創生

臨時交付金を活用し、物価等高騰の影響を受けている子育て世帯の経済的負

担を軽減するため、町内の小中学校に通う生徒を対象に、給食費３か月分の

保護者負担相当額を支援するものであり、１８節補助金として１，２８９万

２，０００円を計上するものであります。１８、１９ページをお開きくださ

い。 

１４款予備費であります。１項１目予備費につきましては、歳入歳出の見

合いにより３，３９０万３，０００円を減額するものであります。歳出は以

上であります。続きまして、歳入をご説明いたしますので、６、７ページを

お開きください。 

１４款国庫支出金であります。２項１目民生費国庫補助金及び５目総務費

国庫補助金につきましては、歳出事業の増額に合わせ増額するものです。  

なお、５目総務費国庫補助金と新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金につきましては、新たに電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地

方交付金が創設され、本町に対して４，５１４万３，０００円の配分額が示

されておりますので、同額を計上しております。８、９ページをお開きくだ

さい。 

１５款県支出金であります。２項２目民生費県補助金につきましては、歳

出事業の増額に合わせ増額するものであります。歳入は以上であります。２

０ページ以降につきましては、給与費明細書を付けておりますが、こちらの

説明は省略させていただきます。以上で、令和４年度一般会計補正予算（第

６回）の説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。田口議員。 

８ 番 田 口 はい。すみません、基礎的なことですが、今説明がありました

歳入と歳出との関係ですけども、この６ページ、７ページによると、コロナ

関係の４，５１４万３，０００円は総務費国庫補助金として受けておるわけ

ですけども、この４，５１４万３，０００円は、この歳出のほうで見ると、
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民生費と商工費と教育費に分かれて支出になっていると思いますので、すな

わち歳入と歳出で款・項・目が違うのではないかと思いますけども、それは

それでよいのでしょうかということをお聞きします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。田口議員のご質問にお答えいたします。今回新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として、総務費国庫補助金として一

括で計上しております。一般的に、例えば今回民生費の事業としまして、医

療的ケア児の受入れ態勢に関して歳出事業と、それに併せて国と県の補助金

を計上しているものもございます。こういった形で、歳出事業に合わせて１

つの歳入として、１つの事業として計上しているものにつきましては、一般

的に対応する歳入につきましても同じ款の項目で計上しておりますが、今回

歳出が複数の款にまたがるようなものにつきましては、歳入につきましては

一括で計上するという形で取り扱っておりますので、今回の地方創生臨時交

付金につきましては、このような取扱いで行っているところであります。以

上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。福田議員。 

１ 番 福 田 １３ページの物価高騰等の対策、子育て世帯緊急応援事業費

２，８２８万４，０００円ですね。これ、前の全協のときに説明を受けたと

きは１，４３０万ですか、これが倍になっているわけですが、これと１７

ページの給食費の無償といいますか、相当分ということですが、これは町内

の学校に通っている子で、１３ページのほうは１８歳以下のその他の子とい

うことだったんですが、倍になっているということは、これは小学校、中学

校に通っている子も含めてということになればちょうど倍になるだろうと思

うんですが、そういうふうな見方でいいんでしょうか。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 はい。お答えをいたします。今回、前回のご説明のあとに庁内

で再度事業の内容等について見直しを行いまして、近隣のまちで大学生を対

象にした支援対策も講じられているというところがありましたので、前回ご

説明をいたしました未就学児、高校生、町外の小中学校に通っているお子さ

んに加えまして、大学生もしくは専門学生と、いわゆる川棚町内の保護者が

扶養している大学生等、学校に通っている方、こういった方に対しても支援
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をしたいということで、支援の幅を広げております。その分が増額している

ものであります。以上です。 

議 長 福田議員。 

１ 番 福 田 はい。金額と人数はお聞きしてたんですが、じゃあその増えた

大学生と専門学校生の数と補助額ですね、単価ですね、お聞きしたいと思い

ます。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 お答えいたします。すみません、先ほどの私の説明の中に、説

明が不足していた点もありましたので、併せてご説明をいたします。  

対象となるお子さんたちの人数ですけれども、未就学児につきましては６

７０名、これに１万円相当の商品券等を配布したいということで考えており

ます。で、高校生世代の人数につきましては４００名程度と推定をいたして

おります。高校生につきましては、当初１万５，０００円の助成ということ

で想定をしておりましたが、ちょっと他所の近隣町の状況で３万円に近い補

助金を出している所がありましたので、うちのほうとしては２万５，０００

円程度の助成をしたいというふうに考えております。大学生等につきまして

は、２９０名と推計をしております。これは、税の特定扶養親族の数が２９

０名、１９歳から２２歳までの方で納税者に扶養されている方の数が２９０

名ということでしたので、学校に通っていらっしゃらない方もいらっしゃる

とは思うんですけれども、最大でその方たちは対象と見れればいいのかなと

いうふうに考えておりまして、２９０名相当で３万円の助成ということで想

定をしております。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。水谷議員。 

１ ２ 番 水 谷 今回の補正で、地方創生臨時交付金で事業をするというふうな

ことでされているんですが、補助以外について予備費を活用されているかと

思います。ここら付近全体的に事業の補助率みたいなものがわかればお伺い

をしたいと思います。一定じゃないみたいなので、どうなのかなと思ってお

りますが。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 水谷議員のご質問にお答えいたします。今回、歳入としまして

４，５１４万３，０００円を地方創生臨時交付金の新たな枠として計上して
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おります。こちらの国としての補助率としましては、あくまで１０分の１

０、町の事業の財源として交付されるものでございます。こちらについて執

行残等も見越しながら、多く歳出事業としては予算を計上させていただきま

して、執行状況等も見据えながら、この４，５００万程度で決算が迎えられ

ればと思っております。 

議 長 炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 給食費の補助について質問ですが、給食費となれば、期間、月

単位と思いますけど、何か月間とか期限をある程度見ておかないと予算でき

ないと思うんですけど、その期間についてと、あとこれは親の所得制限とい

いますか、それはないというふうに私理解しとるんですけど、その辺２つに

ついてお願いいたします。 

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。お答えいたします。給食費につきましては、来年の１月

から３月までの３か月間の実食に関わるものについて、この給付金を活用し

て助成をするということでしております。所得制限等はありませんので、町

内の小中学校に在籍する児童生徒に係る給食費の全額をこの助成を行うとい

うようなことでございます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。水谷議員。 

１ ２ 番 水 谷 先ほどの説明でいきますと、要するに国庫支出金以外の一般財

源については、補助の残りを単独で計上しているということですかね。

ちょっとそこら付近がよく意味が理解できずにいるんですが。以上です。  

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 水谷議員のご質問にお答えします。今回、歳入としましては

４，５１４万３，０００円を計上しておりますが、全員協議会の場でも説明

させていただきましたとおり、今年度一般的な臨時交付金として活用できま

す１億２，０００万程度の配分枠、そして原油物価高騰対策として示されて

いる５，３００万程度の枠、そして今回の４，５００万程度の枠の合計の交

付金としまして、２億２，２８３万８，０００円が今年度の全体の国の枠と

して示されております。これに対して、今回これまでの６月議会からの計上

額としましては、２億６，７８２万３，０００円を合計として計上しており

ます。つきまして、４，０００万程度は多めに歳出事業としても計上してお
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ります。こちらのものにつきまして、執行率、執行する中で執行残等も出て

まいりますので、この２億６，０００万が最終的に執行状況としまして国費

の２億２，２００万を上回るような形で決算を迎えられればと考えておりま

す。 

なお、今歳出事業としまして、予算ベースで２億６，７００万の事業を計

上させていただいておりますが、その充当率としましては８割程度が、当初

予算ベースに比較しまして８割程度の充当率となっております。以上です。  

議 長 よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第４４号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第６

回）」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第４４号「令和４年度

川棚町一般会計補正予算（第６回）」は、原案のとおり可決されました。 

（１０：４７） 

議 長 ここで、お諮りをいたします。本臨時会において議決されまし
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た案件につきまして、議決の結果生じました条項、字句、数字その他、整理

を要するものについては、川棚町議会会議規則第４５条の規定により、その

整理を議長に委任されたいと思いますが、これに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、これら整理を要するものに

つきましては、議長に委任することに決定をいたしました。  

議 長 これをもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。会

議を閉じます。 

令和４年１１月川棚町議会臨時会を閉会いたします。ご起立を願います。

どうもお疲れ様でした。 

（１０：４８） 
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